
視察研修の報告 枚方市の喫緊の課題に取り組む。

【視察先】
社会福祉法人 花修会 橋波保育園

【目的】

自閉症・発達障害児の保育で実績を上げ、
厚生労働省・経済産業省・文部科学省・府・
県・国府県市町会議員・日本保育協会・企業
など、全国から各分野の方が視察に訪れる
民間委託された保育園「橋波保育園」の取
組みを調査。

【内容】

この園では、脳科学に基づいた教育が行わ
れ、子どもを第一に考えた保育環境・設備、
発達段階を踏まえた保育計画はもちろん就
学後を視野に入れて考えたカリキュラム、味
覚だけでなく視覚・触覚・聴覚様々な視点か
ら感じることができる様、管理栄養士による
計画書に基づいた食育活動、海外交流そし
て発達障害にも取組まれています。

全保育士が幼児体育指導者２級を取得さ

●市立から民間委託され、全国で注目を集める取組みの保育園
れ、朝は園児たちが裸足になり天然芝を敷
き詰めた園庭で体育ローテーションという
形で様々な運動をすることで、脳の血流を
活性化してセロトニンの分泌を促し、血流
を上げ前頭葉を活性化させることで、自己
抑制の能力向上、我慢できる子が育ち、発
達障害も抑制されるそうです。

その後、各教室でフラッシュカード、音読、俳
句や発声、糸通しの静的活動や英語や日本
舞踊など様々な活動が行われ、小学校入学
前に一番必要な指導(基本的生活習慣) 座
ること、学習姿勢、自分の思いを言葉で伝え
ることを目標に保育されています。

また、遅れのある子どもの早期発見・対応(
１歳児より個人カルテ作成)、発達障害児と
疑われる子供の観察記録を付け検討会議・
職員会議を経て、そうだと認められた際には
保育園・保護者・関西医大で連携して子供
を見守っていくそうです。

日常生活においての生活指導を行い、正し

い習慣を繰り返す生活のなかで自立の芽
生えを養い、集団生活を通じて、規律ある生
活態度・習慣と、自分で考え・判断・表現・行
動できる能力の形成をはかられています。

最後に、この視察を通じて障害のある子供
が地域の中で健やかに育つために、障害の
ない子供と共に成長できるよう配慮すると
ともに、一人ひとりの障害の状況に応じた保
育、就学前教育の充実に努め、発達障害の
ある子どもへの支援体制を強化します。

【視察先】

枚方寝屋川消防組合緊急情報管理センター

【目的】

消防本部庁舎新設と消防情報システム
の更新・消防救急無線のデジタル化整備
について、現場視察と本部職員の方から
説明を受け、今後の議会での討議に役立
てることです。

【内容】

緊急情報管理センターは119番通報を
受けて、救急車や消防車を手配し現場に
急行したり、急病者の搬送先を探し手配
していく現場です。視察中も通報電話が
かかり担当の方があわただしく応対され
ていました。この情報システムが10年経
過し更新時期にきています。また現在ア
ナログ方式の消防救急無線が平成28年
5月末までにデジタル化へ法律で変更が
求められています。

●期限が迫ったデジタル消防無線化に対応するために
消防本部は大垣内町にあり、緊急情報管
理センターは中振とわかれています。平
成20年8月にゲリラ豪雨が発生。この豪
雨により、センターでは1時間あたり119
番通報が300件を超え、市民からの電話
対応に追われるなど許容範囲を超える状
況に陥り、災害出勤している活動体への
指示や活動内容の把握が十分にできま
せんでした。改めて消防本部とセンターと
の併設の必要性が再確認させられ、今後
想定される大規模災害に備えてより一層
の危機管理体制の強化がもとめられま
す。全国の消防本部で99％が消防本部と
指令センターが併設、枚方・寝屋川消防
本部は全国的にもまれな状態です。

デジタル化対応には新しいアンテナ設備
が要り、あわせて本部と緊急情報管理セ
ンターを併設した新庁舎建設が必要であ
り、新町地区を候補地としていることの説
明を受けました。疑問点について質疑を

行い理解を深めました。

【今後のスケジュール予定】

平成24年度に新庁舎の建設等の事業に
係わる実施設計の実施。平成25年度か
ら着工開始。平成26年度に竣工予定。平
成28年度5月末にデジタル無線化実施
がもとめられていて時間的余裕はあまり
ありません。しかし総事業費は約33億円
です。しっかり議会で議論をしていきま
す。

【視察先】

第三学校給食共同調理場（大峰）
田口山小学校（田口山）
西長尾小学校（長尾）

【目的】

現在、枚方市では中学校給食の実施に向
け、検討が進んでいます。 また小学校給
食の調理場について老朽化が進んでお
り、改修の必要性も出てきて います。 そう
いった学校現場における『給食』の現状
を把握しておく必要から、市内の各調理
場を調査しました。

【内容】

枚方市の学校給食の調理方式は、①共
同調理場方式、②学校に調理場を併設、
職員 運営の単独調理場方式、 ③学校に
調理場を併設、民間運営の単独調理場
方式の３つであることから、それぞれ調
理現場を見学し、 方式の違いを知ること

●小学校給食の現状と中学校給食に向けて
で、中学校給食の調理方式を比較検討す
るための材料とする。各方式（職員直営・
民間委託）において、それぞれ工夫はさ
れていますが、 大きな差異は見られませ
んでした。 また、単独調理場方式は、スペ
ースを取っており、各中学校に設置して
いくのは 厳しいと感じました。 いずれも、
安全・安心や、野菜を食べやすくする工
夫、地産地消の推進、 味についてのこだ
わりなど、小学校給食に対する思いは確
認ができました。今後、この小学校給食の
方向性を継承しつつ、財政面に配慮しつ
つも 全国に誇れる中学校給食を目指し、

全員喫食・民間委託を中心に発言をして
いき たいと思います。

【雑感】 

西長尾小学校では、コンポストを設置、残
菜を肥料に変えていました。 循環型社会
について教育に入れていくのであれば、
ここで出来たものを 農家に戻すような取
組も一案と感じました。

【視察先】

吹田市、東大阪市、茨木市

【目的】

構造改革アクションプラン（枚方市の行
革プラン）においてごみ収集業務の50％
を民間委託化すると定められているが、
現状進捗が芳しくない。平成23年度現在
は41.3％、平成24年度の見込みも41.3
％。技能労務職の人件費が民間の類似
職種と比較しても1.5倍であることからも
民間委託を進めるべきと考えている。ま
た3月11日の東日本大震災以降、災害時
の収集体制をどうするかというセーフテ
ィネットの議論もある。大阪府内の人口
が同規模の自治体で民間委託率が高い
自治体に、課題をどのように解決しなが
ら委託を進めてきたのかを調査いたしま
した。

●ごみ収集民間委託の先進自治体へ
【内容】

委託の経緯、どのようにすすめられてきた
のか、職員団体とはどのように交渉してき
たのか、委託数値の目標、直営と民間委
託でのコストの差、災害時や委託先のト
ラブルがあった時にはどのような対応を
とるように想定しているか、など。歴史的
背景をみると、人口急増時期に、民間委
託を始めたその他の自治体と直営の職
員を増加させた枚方市という違いがあ
り、一概に言えない部分もあります。しか
し、最近においてコスト比較をし、行財政
改革の目的から民間委託を進めている
自治体もあります。また、他市において
は、民間事業者と災害時や、企業倒産お
よびストライキなどのような非常時にお
いても業務が継続して行われるよう、協
定を結ぶなど対策をされています。枚方
市の場合、委託の仕様書に「大規模災害
等不測の事態により業務に変更が生じた

場合については、別途協議とする」と書か
れています。しかし、別途協議としか記載
がなく、災害時の対応についての協定が
ありません。民間委託推進とともに、災害
時も業務継続ができるような体制を提案
してまいります。
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ごみ職員の給与格差は1.5倍

¥6,395,751

枚方市職員

¥4,156,100

民間類似職種

shinya takatoku
線


